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WEB サイト：https://www.daigo-sangyou.com/group/ 

 
参入法人の概要  
法人形態：農地所有適格法人 
代表者名：取締役 権田 赫哉 
所 在 地：滋賀県草津市若竹町８番 38 号 
設立年次：平成 23 年７月 
資 本 金：200 万円 
親 会 社：大五産業株式会社 

 
営農形態：施設栽培、露地栽培 
主要作物：いちご 
経営面積：68a（うち所有 45a、借入 23a） 
主な販売先：ストロベリーファクトリー 
売 上 額：１億円（農業売上高） 
従 業 員：常時雇用５名、臨時雇用 20 名 

●農業に参入した目的を教えてください 

大五産業(株)グループは飲食事業、廃棄物処理事業、リサイクル事業、メインテナンス事業等の
様々な事業に取り組んでいますが、グループとして農産物の生産、加工、販売、自給自足の観点等
から一体的に取り組むために、平成 23 年７月に農業法人を設立しました。 

●当該土地を選んだ理由を教えてください 

法人発足当初の農地は、大五産業(株)グループの飲食事業の納入業者から紹介していただいた農
家及びその近隣住民の協力を得て確保し、さつまいも等の野菜を栽培して、大五産業(株)グループ
の飲食事業の食材の一部として主に販売しています。 

主要作物であるいちごをハウス栽培している草津川跡地公園の土地については、平成 29 年に公
園の活用について、草津市の公募があり、大五産業(株)グループとして農業を通じて地域の活性化
や社会への貢献等を図ることを目的に応募し、借り受けたものです。 

●当該作物を選んだ理由を教えてください 

主要作物であるいちごは社内で草津川跡地公園の利用に関して検討した結果、６次産業として生
産、加工、販売を一体的に行うとともに、都市と農村の交流、地域の活性化等を図る観点から、ス
トロベリーファクトリーとして、観光農園及び飲食部門（カフェ等）の併設を考え、生産、加工、
販売等の観点から最も相応しい品目として選定しました。 

●参入にあたって栽培技術面等の課題にどのように対応されましたか 

主要作物であるいちごは、大五産業(株)グループの飲食事業の納入
業者からいちご農園を紹介していただき、その農園で働き、いちごの
栽培技術を習得していた者を従業員として採用しました。環境に配慮
した農業として、食品残さを活用した有機肥料を施肥するとともに、
減農薬栽培に取り組んでおり、栽培されたいちごは高い糖度を実現し
ています。 

糖度の高いいちご 



●販売先、販路についてはどのように確保されましたか 

いちごは、観光農園でのいちご狩りに加え、ストロベリーファクトリーでの販売が中心です。他
の作物については、収穫量は少量ですが、一部直売所での販売のほか、基本的には大五産業(株)の
グループ企業に販売しています。 

●農業参入してみて気づいた（参入するまで気づかなかった）のはどのようなことですか 

経営の黒字化に至るには一定の時間を要したことと、ＳＮＳの活用が重要であるということです。
ストロベリーファクトリーで販売するいちご、パフェ等の飲食物、併設のドッグランが評判となり、
リピーターを含む多くのお客さまが来てくれるようになり、また、ＳＮＳによる認知度の向上もあ
り、来客数が増え、収支は黒字になりましたが、観光農園を含むハウスでのいちごの販売だけであ
れば、黒字化はまだ先であったと思います。 

いちごの輸送は注意が必要であるということです。いちごは、果肉がやわらかく、果肉の損傷等
の苦情が発生しないよう、贈答用の丈夫な容器に入れるなど、輸送には注意を払っています。 

●今後の経営方針について教えてください 

地産地消を基本に考えており、ストロベリーファクトリーでのいちごの販売のほか、大五産業(株)
のグループ企業への野菜等の販売が中心であることから、直ちに規模拡大を行うことは考えていま
せん。規模拡大を行うに当たっては、農産物の販路の確保と輸送に係る課題をクリアする必要があ
ります。 

令和６年４月１日から、草津川跡地公園とは別に、野洲市の花緑公園を指定管理することとなる
ため、農業フェスティバルのようなイベントを実施し、農業や地域の活性化に寄与したいと考えて
います。 

●今後、農業参入しようと考えている企業へのメッセージをお願いします 

弊社においては、サポートしてくれる親会社があったため、農業法人となった初期段階でも経営
が行き詰まることにはならなかったですが、新規参入や新規事業参入の初期段階においては、農業
法人の事業として経営の収支を合わせるのは非常に難しいものがあります。生産するだけでなく、
販売して経営が成り立つものであり、販路を確保しておくことが重要であるとともに、６次産業化
等の経営の多角化についても検討すべきであると思います。 

                     

公園の地形に合わせ縦にハウスが並ぶ 開放的でおしゃれなカフェ 


